
日本体力医学会 会員サービス検討のためのアンケート調査結果 

 

対象者：日本体力医学会会員（3285人） 

回答者数：424人(うち、大会参加者：264人、不参加 151人、オンラインポスターのみ 9人)、回答率：12.9% 

 

大会参加者の回答 

① 最も重視している研究領域に関連するセッションは充実していましたか？ 

 
 

② 講演・シンポジウム等で、満足度の高かったものをお答えください。(複数回答可、3 つまで) 
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教育講演7 君たちはどう研究するか

特別講演1 ヒトの体の水の代謝回転量に関する研究

教育講演6 運動による生体恒常性維持効果の分子基盤ー運動ってなんだ？

追悼シンポジウム 小笠原理紀シンポジウムー運動適応への情熱が切り拓いた骨…

教育講演3 骨格筋の頑強性と柔軟性、そして多様性

〔本部企画〕教育講演4 エキセントリック運動の特徴と体力医学への応用

若手研究者講演1 呼吸を評価することで見えてきた運動能力向上の方策

シンポジウム22 体力医学研究の過去と現在と未来

若手研究者講演7 マイオカイン研究の軌跡と将来への展開

若手研究者講演8 久山町における身体活動の疫学調査（久山町研究）紹介

シンポジウム1 運動ベネフィットを生み出す脳機構：動物-ヒトのスポーツニューロ…

シンポジウム12 体力医学の視点からみたラジオ体操の健康効果

若手研究者講演9 競技パフォーマンス向上のためのトレーニング研究について考…

シンポジウム4 体力科学と予防医学の融合：身体活動と運動の役割を考える

教育講演1 ヒト生体における腱の力学的特性の適応性

大会長講演 発達障害児における運動を中心とする自由遊びについて

教育講演2 カルシウムイオンの制御から見た骨格筋の機能と適応

シンポジウム14 疲労脳の理解と克服に向けた神経体力医学

若手研究者講演3 電気生理学的研究手法を用いたヒト運動神経の評価と体…

シンポジウム15 アスリートのエネルギー代謝と身体組成変動の包括的アプロー…

一般公開講座 ”裏切らない”筋肉体操の生理学的背景

シンポジウム16 生物学的視点から骨格筋による代謝調節を考える

〔渉外委員会企画プログラム〕国際共同研究の進め方（ワークショップ）国際共…

〔渉外委員会企画プログラム〕日本体力医学会-韓国運動生理学会ジョイント…

特別講演2 SSP構想が拓く新しいスポーツ文化

〔学術委員会企画プログラム〕研究環境セミナー 研究の環境整備と継続のため…

シンポジウム2 代謝を司る全身臓器の分子制御ネットワーク：脳・脂肪・骨格筋…

シンポジウム3 スポーツ科学におけるヒトを3次元的に評価する意義と世界最前線

〔学術委員会企画プログラム〕キャリアアップセミナー 若手研究者のキャリアパスを…

若手研究者講演6 小動物を対象とした骨格筋深部微小血管の機能評価：…

シンポジウム5 マイオカインの分泌機構

〔渉外委員会企画プログラム〕若手研究奨励賞シンポジウム（国際学術交流）

〔総務委員会企画〕ワークショップ1 部会制・若手の会設立に向けたキックオフミー…

シンポジウム21 健康と疾患を制御する個別化栄養の可能性と課題

シンポジウム18 運動・トレーニングと酸化ストレス

若手研究者講演4 活動量計による身体活動量測定について再考する

〔学術委員会企画プログラム〕論文サポートセミナー 論文投稿のいろは～あなた…

〔渉外委員会企画プログラム〕日本体力医学会-ECSSジョイントシンポジウム

スポーツ医学研修会 人生100年時代の長寿社会に向けた血管と脳の健康

シンポジウム10 不規則な睡眠が動脈機能に及ぼす悪影響と有用な日常生活…

シンポジウム6 ハムストリングス肉ばなれの克服・予防に必要な体力・技術に関す…

シンポジウム7 骨格筋研究の新知見-基礎から臨床まで-

シンポジウム20 ダンスと体力～Dance for allによる多様なダンスの可能性～

シンポジウム9 十人十色の身体活動：リハビリテーション領域における身体活動…

〔学術委員会企画プログラム〕研究費取得セミナー グランド（競争的資金）獲…

本部企画シンポジウム 運動施設・プロスポーツ・部活動における感染症対策－…

若手研究者講演2 嗅覚機能は高齢期の加齢変化のマーカーとなり得るか

若手研究者講演5 脂肪細胞研究の今～運動・環境が脂肪細胞を制御する～

シンポジウム17 大規模長期縦断スポーツ科学研究に基づく健康寿命関連要因…

シンポジウム8 スピードアップへの道：子供からプロアスリートまでを対象とした走ト…

日本体力医学会学会賞受賞論文表彰および講演

教育講演5 佐賀県における糖尿病対策の成果と課題

シンポジウム13 肝疾患に対する運動処方

シンポジウム11 見る力の科学：球技スポーツのパフォーマンスを高める視覚戦略

シンポジウム19 臓器ネットワークで解析する運動効果の深淵

（人）



③ 第 78回佐賀大会の満足度について、ご回答ください。 

 
 

④ （参加者）今後の学会大会について、どのような開催形式を希望されますか？ 

 
 

※⑤、⑥はオンラインのみの参加または不参加者への質問 

⑤ 今後の学会大会について、どのような開催形式を希望されますか？ 

 
 

⑥ 佐賀大会にオンラインのみの参加もしくは不参加と決められた理由を教えてください（複数回答可） 
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※参考 （今回の報告は青文字箇所の結果を掲載しています。） 

 

日本体力医学会 会員サービス検討のためのアンケート調査票 

ご回答いただいた内容やお寄せいただいたご意見は、 今後の学会大会や日本体力医学会の運営改

善の参考とさせていただきます。 会員のみなさまにとってより良い学会大会、学会運営にするために、

何卒ご回答にご理解とご協力をくださいますようお願い申し上げます。 

 

 

【セクション 1】 ※全回答者共通 *は必須項目 

Q.会員区分を選択してください。* 

(会員外の場合は「非会員」を選択してください) 

選択肢：正会員／名誉会員／シニア会員／賛助会員／非会員 

 

Q.所属機関の都道府県を選択してください。* 

選択肢：都道府県名 

 

Q.年齢を選択してください。* 

選択肢：５歳刻みカテゴリー（18 歳未満、18-24 歳、25 歳-29 歳、以降 5 歳刻みで 65-69

歳まで、70歳以上） 

 

Q.性別を選択してください。* 

選択肢：男性／女性／その他／無回答 

 

Q.所属機関における職名・役職を選択してください。* 

複数ある場合は、主たるものを選択してください。 

21の選択肢 

 

Q.重視している専門分野を選択してください。* 

  (最大 3つまでお答えください) 

19の選択肢 

 

Q.日本体力医学会以外に所属している学会であなたが最も重視している会を１つ挙げてください。 

自由記述 

 

Q.あなたがお持ちの資格を教えてください。 

(五十音順、複数回答可) 

36の選択肢 

Q.第 78回日本体力医学会大会（佐賀大会）に参加されましたか？* 



選択肢：現地参加／オンライン参加／不参加 

 

→佐賀大会現地参加者・・・セクション 2へ 

  佐賀大会オンライン参加者・不参加者・・・セクション 3へ 

 

【セクション 2】 

第 78回日本体力医学会大会（佐賀大会）に現地参加された方にお聞きします。 

 

Q.最も重視している研究領域に関連するセッションは充実していましたか？* 

選択肢：とても充実していた／充実していた／あまり充実していなかった／全く充実していなか

った 

 

Q.第 78回佐賀大会の満足度について、ご回答ください。* 

講演・シンポジウムに関しては、発表数や分野の偏り、内容など全体に対する満足度としてご回答ください。 

※4点「非常に満足」、3点「満足」、2点「不満」、1点「非常に不満」としてご回答ください。 

 

選択肢：４、３、２、１、わからない 

1. 会場や設備 

2. 進行や運営 

3. 講演・シンポジウム 

4. 口頭発表 

5. ポスター発表 

6. 持久走大会 

 

Q.下記の講演・シンポジウム等で、満足度の高かったものをお答えください。 

(複数回答可、3つまで) 

55の選択肢：セッション名 

 

Q.今後の学会大会について、どのような開催形式を希望されますか？* 

※オンラインは、リアルタイム配信＋オンデマンド配信とします。 

選択肢：対面形式（オンサイト）／対面形式（オンサイト）＋オンラインのハイブリッド形式／完全オ

ンライン／その他（自由記述） 

 

Q.今大会の内容や運営についての感想やご意見がありましたらご記入ください。 

自由記述 

 

Q.次回以降の大会で力を入れてほしい話題やテーマがあればご記入ください。 

自由記述 

 



→セクション 4へ 

 

【セクション 3】 

第 78 回日本体力医学会大会（佐賀大会）にオンラインのみの参加または不参加と回答した方にお聞きし

ます。 

 

Q.第 78 回日本体力医学会大会（佐賀大会）にオンラインのみの参加もしくは不参加と決められた理由を

教えてください（複数回答可）。* 

7つの選択肢：6つの理由＋その他（自由記述） 

 

Q.今後の学会大会について、どのような開催形式を希望されますか？* 

※オンラインは、リアルタイム配信＋オンデマンド配信とします。 

選択肢：対面形式（オンサイト）／対面形式（オンサイト）＋オンラインのハイブリッド形式／完全オ

ンライン／その他（自由記述） 

 

Q.次回以降の大会で力を入れてほしい話題やテーマがあればご記入ください。 

自由記述 

 

→セクション 4へ 

 

 

【セクション 4】 ※全回答者共通 

最後に、学会全体に対するご意見をお聞かせください。 

 

Q. 日本体力医学会の運営に対してのご意見、ご要望などがございましたらご記入ください。 

（会費、学会誌、運営全体などについてや良いと思った他学会での取組、継続したほうが良い体力医学会の

取組、など） 

自由記述 

 

Q. 現在の日本体力医学会は、研究業績等に基づいて審査された評議員と、評議員から選挙で選任された

理事によって運営されています。 

今後、会員の意見をよりよく反映した運営とするために、現在、理事会において、選挙によって選任された

代議員制度の導入が検討されています。 

 

評議員制度、代議員制度についてのご意見がありましたらお寄せください。 

自由記述 


